　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　H27.3.　防災（副）
　　　　　　　　　　　防火管理者の業務引継ぎ
防災(副)は防災(正)を補佐するとともに、防火管理者として次の職務を担当します。
防火管理者の役割
１) 防火管理者の役割は、統一自治会職務分掌規定で次のように規定されています。

◎【統一自治会職務分掌規定】

ふれあいセンター、集会所に関して、消防法に基づく防災計画、防災管理を所掌する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◎【ふれあいセンター管理運営規則　第6条】

  　　ふれあいセンターには消防法の定めるところにより、防火管理者を置く。
２）防火管理者とは消防法第8条第１項に基づき管理権原者によって選任される

防火管理の責任者です。　　　　　　　　　　　　　　
３）消防法施行令で防火管理が義務付けられている防火対象物には、防火管理者を選任し防火管理業務を行わなければならない。

防火管理者の資格
防火管理者は甲種防火管理者の法的資格が必要ですが、各務原市消防本部の防火管理者講習(2日間：H26･6/5～6/76を修了すれば防火管理者証が当日交付されます。
· まずは受講申し込みの手続きが必要です。(受付５月２日～５月２９日)
· 定員８０名になり次第締め切りとなりますので、早めに申し込みをする。

· 防火管理テキスト料(￥３４００円)は領収書で精算。
防火管理者が行う防火管理業務
１）消防計画の作成及び届出。

　　①ふれあいセンターの防火管理者選任(解任)届出書
　　　★本来は管理権原者(統一自治会長)が届け出る書類ですが、防火管理者が作成及び東部方面消防署への提出を代行します。（自治会長に捺印のみ依頼）　　　
②消防計画作成(変更)届出書
(別添消防計画及び自衛消防隊組織、避難経路図を含む)
　★防火管理者と管理権原者の連名で届出。
★防火管理規定(消防計画)にはふれあいセンターの自衛消防隊組織と避難経路図を添付します。　　　

　★自衛消防隊組織は前年度の事例を参考にして、ふれあいセンター管理運営委員の中から担当者を決めます。
　★①、②の資料を各々２部準備し消防署へ提出します。消防署にて受付欄
　　　　に日付印が押され、副本が自治会の控えとして戻されます。
　　③自衛消防隊組織と避難経路図はふれあいセンター館内に掲示します。
　　　★「火災時における任務分担」及び「１１９番通報要領」等利用者の啓発
　　　　資料も館内に掲示します。
２）消防用設備の定期点検及び報告。（年2回消防署へ報告書を提出）
　　集会場及びふれあいセンターの点検実施・報告書作成の業務はトーヨ(株)と委託契約済ですので、日程調整と２時間程度立会いを担当します。（7月、1月）
　　委託契約書により、事前に委託契約内容の確認をして下さい。

３）防火教育及び消火･通報・避難の訓練実施。（年2回）　
　　①ふれあいセンターの管理運営委員会の開催日（6月、11月）に合わせて行います。

　　　★防火管理者はふれあいセンターの管理運営委員会の委員となります。

②教育訓練は防火管理者の講話および訓練指導で行います。
　　　★教育訓練の内容は防火管理者の判断に任されますので、事前に計画し資料等の準備をして下さい。

　　③H25年度は、ふれあいセンターに新たにAEDが設置させましたので、東消防署に依頼し、AED訓練を管理運営委員会時（11月）に実施しました。１時間程度時間を確保する必要があるので、H26年度は、実施するかしないか、早めに検討すると良いと思います。（実施する場合、消防署との日程調整が必要になります。）

４）消防訓練等実施計画書と実施結果書を消防署へ提出します。
５）その他防火管理について必要な事項。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
